
 

 

 

 

 

 

 学校評価に関する保護者の皆様へのアンケートのご協力ありがとうございました。アンケートの集計がで

きましたのでお伝えします。 

 学校として、見直さなければならないことはしっかり反省し、すぐにでも取り組んで成果が出ること、長

い目で見て（３年後を目途に）改善や指導を積み重ねなければ結果を出すのが難しいことに分け、協議を行

いました。話し合った内容は結果の後ろに掲載しました。 

学校生活 

児童 保護者 

  

  

  

http://www2.higashiomi.ed.jp/nunosyo/ 
布引小学校ブログもご覧ください→ 

                               令和５年２月１０日 

                                No.１１ 

 

 

 ～ 一人ひとりがキラリ輝く布引の子 ～  

 

 

アンケートの集約は、上段：一昨年度、中段：前年度、下段：今年度となっています。 

昨年度と比べた変化を〇□△▲に分別化し、項目の最初に示しています。 

〇肯定的評価３％以上増加    △否定的評価３％以上増加     ▲否定的評価５％以上増加 

□横ばい 

 

A…そう思う     B…どちらかといえばそう思う   

C…どちらかといえばそう思わない  D…そう思わない 

E…無回答 



  

 

学習 

  

  

  

  



  

  

安全・その他 

  

 
 

 

 

  



  

  

  

 

 

①学校教育目標に掲げた「学校が楽しい」と肯定的に答えた児童が 91.7％と目標を達成した。しかし 4.2 

％約１０人の児童は否定的なので、そういった子どもたちに配慮をしていかなくてはならない。 

②「めざす布引っ子のすがた」に掲げた「あいさつができる子」については、子どもたち自身でも、保護者

の方も「良くなってきた」と捉えている。しかし、未だにあいさつができない児童も多い。 

③「授業中めあてをもって取り組む」「わからないことや不思議に思ったことを聞いたり調べたりする」の

肯定的評価の伸びから、学習意欲の向上が伺える。反面「あきらめずに取り組む」子どもの割合が減少し

た。 

④「仕事をしっかりする」「朝読書やスキルアップにしっかり取り組む」「いじめのないクラスになるよう

気を付けている」「きまりを守っている」「係活動、クラブ、委員会活動にがんばって取り組んでいる」

なの自主的な活動に関わる質問に対して肯定的に答える児童が増えた。 

⑤地域の人材など教育活動に生かしていないと感じている保護者の方が増加している。 

⑥登下校に関しては子どもたち自身の評価が昨年度よりも低い。 

⑦体力づくりについて 2極化傾向が強くなりつつある。 

 

  

今年度も、学校評価、全国学力・学習状況調査をもとに、職員で３年後の布引小学校はどんな姿が望まし

いかをまず出し合い、そうなるためには次年度からどういう行動を起こしていけばよいかをグループに分か

れて話し合いました。 

 

アンケート結果から 

考察 



①「学校が楽しい」と答える児童が目標の９０％を超えました。学校として一番大切にしていきたい指標なの

で、次年度も９０％の目標を掲げます。授業力の向上と自治を促す教育は、8.3％の「楽しくない」と答えた

児童が「楽しい」と答える大きな手立てと考えています。 

②あいさつについては、子どもに対しても、お客さんに対しても、教職員も率先して大きな声であいさつす

ること、昨年度行っていた校長の挨拶の授業を低学年で行うこと、本校の強みである学級活動を生かして、

あいさつについて考える学級会を開くこととしました。 

③学習意欲の向上は伺えるので、子どもが学習のめあてを決め、その問題を解決していく授業（市が掲げて

いる学力向上プランに沿った学習）を、全教職員が意識してできるようになることを目指します。 

④代表委員会、各委員会活動、学級会など子どもたちが主体的に進める自治的な活動が活発になってきまし

た。子どもたちから学校をよくするための提言も出始めたのは大変喜ばしいことです。そういった芽を伸ば

していけるよう次年度も自主・自立・自治を促す教育に力を入れていきます。 

⑤地域の人材は、地域コーディネーターの方がたくさん見つけてくださり、ことあるごとにご協力をいただ

いています。また、警察署や消防署と連携した取組も行いました。地域の講師をお招きしたときは、ほぼブ

ログに載せていますのでご覧ください。 

⑥登下校に関しては、今年度から「登校班長会」を立ち上げました。班長同士、課題を出し合って目標をき

めています。今年度も、修正を重ねながら「登校班長会」を実行力のあるものに高めています。 

 

この後、「学力向上部会」と「くらし部会」に分かれて集約したものをもう一度修正し、次年度のグラン

ドデザイン、学校目標へとつなげます。また、提出していただいた学校評価は、記述欄も含めすべて学校評

議員会で公開し、評議員様からも提言をいただきます。 

グループで出し合った考え グループの考えを集約したもの 

３年後の姿 

次年度できること 


